
Ｇ ｏｏｇｌｅ  ｆｏｒ  Ｅｄｕｃａｔｉｏｎについて  

 

１  システムの概要  

 Ｇｏｏｇｌｅ  ｆｏｒ  Ｅ ｄｕｃａｔｉｏｎとは，Ｇｏｏｇｌｅ

が教育機関に向けて提供している「これからの教 育現場に最適なＩ

ＣＴ環境」を実現するソリューションサービスであり，ＧＩＧＡス

クール構想の実現に向けて文部科学省が例示する３つのアプリケー

ションのうちの１つである。  

 Ｇｏｏｇｌｅ  ｆｏｒ  Ｅ ｄｕｃａｔｉｏｎは「Ｇ  Ｓｕｉｔｅ  

ｆｏｒ  Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ 」，「Ｇｏｏｇｌｅ  Ｃｌａｓｓｒｏ

ｏｍ」，「ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋ」の３つで構成される。  

 このうち，オンライン結合にかかるのは クラウドを活用して 協働

学習を促 進する「Ｇ  Ｓｕｉ ｔｅ  ｆｏｒ  Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ」

及びオンライン経由での生徒へのフォローアップや学習管 理を支援

する「Ｇｏｏｇｌｅ  Ｃｌａ ｓｓｒｏｏｍ」である。  

 Ｇ ｏ ｏ ｇ ｌ ｅ  ｆ ｏ ｒ  Ｅ ｄ ｕ ｃ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ を 利 用 す る こ と で 生

徒 自 身 に よ る 「 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び 」 を 促 す 「 ア ク テ ィ ブ ラ

ー ニ ン グ 」 ， プ ロ グ ラ ミ ン グ 思 考 を 身 に 着 け る 「 プ ロ グ ラ ミ ン グ 教

育 」 及 び 学 習 し た 内 容 や 調 べ た 内 容 を プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン で 発 表 す

る 「 探 求 型 学 習 」 等 ， “ 学 習 し た こ と を ど ん な こ と に 活 か せ る の か ”

を 重 視 し た 教 育 が し や す く な る 。 ま た ， 児 童 ・ 生 徒 の 学 習 状 況 を ク

ラ ウ ド 上 で デ ー タ と し て 管 理 す る こ と で ， 各 児 童 ・ 生 徒 の 習 熟 度 に

応 じ た 教 員 と 児 童 ・ 生 徒 と の １ 対 １ に よ る フ ォ ロ ー ア ッ プ が で き る

よ う に な り ， 誰 一 人 取 り 残 さ な い 学 習 環 境 を 整 備 す る こ と が で き る 。  

 こうした新たな学習環境の整備により， 従来， 紙によって運用し

ていた授業準備等 もデータによる管理，生徒への配布が可能とな

り，教員 の校務にかかる時間 が短縮化され， 授業及び生徒指導等へ

の時間確保につながるものと考えられる。  

  

２  Ｇｏｏｇｌｅ  ｆｏｒ  Ｅｄｕｃａｔｉｏｎにアクセスできる者  

 各学校の児童生徒及び各学校教 員  

 

 

９ 月 １ 日  議 題 １  

資 料 １ － ２  



３  閲覧できる個人情報  

 (1) 各学校教 員  

児童・生徒の名前，学年，学級（クラス），性別  

 (2) 児童・生徒  

自身の登録した児童・生徒の名前  

 

４  Ｇｏｏｇｌｅ  ｆｏｒ  Ｅｄｕｃａｔｉｏｎの公益上の必要性に

ついて  

 当該クラウドサービスを利用することでオンラインによる授業の実

施が可能 となり，緊急時にお いても切れ目ない学習環境，教育の機

会提供をすることができる。また，児童・生徒一人一人との双方向

型の一斉授業が可能となり個人個人に最適化された学習の提供が可

能となる 。更に，ＩＣＴの活 用により，教師の授業準備の負担が軽

減され教員の労働環境改善が 実現される。  

 

５  個人情報の保護に必要な措置  

 当該クラウドサービスでは，ユーザーとクラウドサービスとの間で

行 わ れ る 全 て の 送 受 信 に 対 し て Ｈ Ｔ Ｔ Ｐ Ｓ （ Ｓ Ｓ Ｌ に よ る 通 信 の 暗

号 化 ） を 適 用 し ， ま た ， 当 該 ク ラ ウ ド サ ー ビ ス に か か る す べ て の サ

ー ビ ス で 前 方 秘 匿 性 （ Ｐ Ｅ Ｓ ） の 技 術 を し て お り ， 将 来 に 渡 っ て デ

ー タ の 秘 匿 性 を 守 る こ と が で き る 。 更 に ， 第 三 者 独 立 機 関 に よ る 監

査 に よ り ， 当 該 ク ラ ウ ド サ ー ビ ス に お け る デ ー タ の 取 り 扱 い 方 と 契

約 責 任 に つ い て は Ｉ Ｓ Ｏ ／ Ｉ Ｅ Ｃ ２ ７ ０ １ ８ ： ２ ０ １ ４ に 準 拠 し て

い る こ と を 確 認 。 当 該 ク ラ ウ ド サ ー ビ ス に 関 す る 情 報 セ キ ュ リ テ ィ

管 理 体 制 及 び デ ー タ セ ン タ ー に お け る セ キ ュ リ テ ィ 体 制 に つ い て は

そ れ ぞ れ Ｉ Ｓ Ｏ ２ ７ ０ １ ７ ， Ｉ Ｓ Ｏ ２ ７ ０ ０ １ の 認 証 を 取 得 し て い

る。  

※ Ｐ Ｅ Ｓ ： 鍵 交 換 プ ロ ト コ ル を 利 用 す る 手 順 に お い て ， そ の セ ッ シ

ョ ン で し か 利 用 し な い 一 時 的 な 鍵 ペ ア を 作 成 し 通 信 す る こ と 。 仮 に

こ の 一 時 的 な 鍵 ペ ア が 漏 え い し て も ， 暗 号 通 信 が 解 読 さ れ る 範 囲 を

一部に限定することができる。  

※ Ｉ Ｓ Ｏ ／ Ｉ Ｅ Ｃ ２ ７ ０ １ ８ ： ２ ０ １ ４ ： ク ラ ウ ド サ ー ビ ス 事 業 者

が パ ブ リ ッ ク ク ラ ウ ド 上 で 管 理 す る 個 人 情 報 の 保 護 に 焦 点 を 当 て た



国 際 規 格 。 個 人 情 報 の 取 り 扱 い 方 法 に お け る 正 確 性 や シ ス テ ム の 堅

牢 性 ， 運 用 に お け る 透 明 性 な ど に お い て ， 世 界 標 準 に 準 拠 し て い る

といえる。  

※ Ｉ Ｓ Ｏ ２ ７ ０ １ ７ ： ク ラ ウ ド サ ー ビ ス に 関 す る 情 報 セ キ ュ リ テ ィ

管理策のガイドライン規格。  

※ＩＳＯ２７００１：情報セキュリティ全般に関するマネジメント

システム規格。  

 

６  地方自治体における導入実績  

（１） G Suite を活用している学校   

 【公立初等中等教育 】     

埼玉県（各県立高等学校），神奈川県（各県立高等学校）， 東  

京都豊 島区（各区立小中学校），東京都町田市（各市立小学校  

・中学校），佐賀県有田町（各町立小学校・中学校）， 奈良県  

(各県立及び市町村立小学校・中学校 )，栃木県益子町七井中学  

校，茨城県古河市立三和 東中学校 ，山形県立酒田光陵校 ，北海  

道教育 大学附属函館中学校   他    

【私立初等中等教育 】     

聖母女学院小学校・中学校・高等学校， 広尾学園中学校・高等  

学校，西大和学園中学校・高等学校 ,浅野中学校・高等学校，  

八千代松陰中学校・高等学校、国際基督教大学高等学校，白陵  

中学校・高等学校   他    

  【高等教育 】   

北海道大学，東京大学，一橋大学，筑波大学，岡山大学， 九州  

工業大 学，慶應義塾大学， 早稲田大学  他    

 

 （２） GIGA スクールスクール構想で Chrome Book 導入で運用をする  

自治体   

【都道府県の共同調達】  

奈良県  Gsuite アカウントは、県内全小中高等学校児童生徒に  

配布済み   

鹿児島県  市町村名非公開   

埼玉県  北本市，伊奈町，川島町，神川町及び長瀞町  



兵庫県  県立大付属中，豊岡市，赤穂市，小野市，穴栗市， た  

つの 市，多可町，市川町，福崎町，太子町，上郡町及  

び播磨高原広域事務組合   

山口県  市町村名は， 入札参加業者に公開   

長崎県  市町村名は公開されていない２ 市町以外とのこと   

滋賀県  守山町   

石川県  市町村名は公開されていない   

愛知県  江南市及び 豊明   

和歌山県  新宮市，那智勝浦市，太地町， 古座川町，北山村及  

び串本町   

愛媛県  今治市，西条市，四国中央市，上島町，内子町，鬼北  

町， 愛南町，南宇和郡愛南町篠山小中学校組合教育委  

員会  

   高知県  宿毛市  

【独自調達】  

相模原市， 兵庫県稲美町， 北海道石狩市， 富山県富山市  

 

７  契約終了に伴うデータの取り扱いについて  

  契約が終了する場合，商業上合理的な期間の後 Google は Google の  

アクティブサーバーで該当 児童・生徒のデータへのポインターを削  

除し，順次上書きすることによって該当 児童・ 生徒のデータを削除  

する。また，要請に応じて ，各当事者は，商業上合理的な努力によ  

って直ちに相手方のすべての機密情報を速やかに返却または破棄す  

るものとする。  


